
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
養父市関宮小さな拠点づくり共創プラットフォーム

【実施主体】全但バス株式会社
【共創パートナー】NPO法人但馬を結んで育つ会（医療）

社会福祉法人養父市社会福祉協議会（福祉）
養父市（自治体）
全但タクシー株式会社（交通） 他

• 現状の公共交通やスクールバスに関わる人的資源を活用し、
これまでの路線バスではカバーしきれていなかった需要に応
えることや、在宅での医療福祉サービス提供に関わる輸送を
担うことを見据え、医療や福祉・行政の協力のもと乗合型の
デマンド交通の実証を行う。

• 公共交通の「ハブ拠点」創出のため、乗り換えや待ち時間を
過ごすスペースとなる「にぎわい待合所」を設置し、必要な
機能の検討を行う。

• 令和６年度には、サービス付き高齢者向け住宅やバスターミ
ナル施設の建設が始まることから、施設や関連サービスの実
施に向けて検証を行い、改善が必要な部分については次年度
以降の取組に反映させていく。

• 医療・福祉サービスをはじめ交通以外での分野との更なる連
携事業を検討実施していき、交通から見た「中山間地域にお
ける地域包括ケアシステム」の構築を図っていく。

居住者密度が低く一人高齢者宅も多いため、交通をはじめ医
療・福祉サービスが維持できなく崩壊しつつある。

兵庫県養父市関宮小さな拠点整備事業（兵庫県養父市）

医療・福祉×交通
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